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は 1.8g-1,3 プロパンジオール /ℓ/hrから，2.14g-1,3 プロパンジオール /ℓ/hrに改善され，グリセロールの消費
量は 87g/ℓに達した。










して使用可能とし，Clostridium butyricum DSM 5431 を用いて 1,3-プロパンジオールの生産に成功した。以上
の理由から，本研究の独創性と新規性は十分に評価できる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
